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　2018年11月16日（金）聖学院大学にて、第 8 回
となる韓国・長老会神学大学校との神学的学術交
流シンポジウムが「キリスト教的人間論」をテー
マとして開催された。今回、聖学院大学からは片
柳榮一教授による「人間的自由の現代的問題」と
題したご発表、長老会神学大学校からは金道訓教
授による「「ポジティブ心理学」および「ポジティ
ブなキリスト教人間論」の原理と方法」と題した
ご発表があり、それぞれに対して白忠鉉・長老会
神学大学校助教授と村瀬天出夫・聖学院大学特任
講師からレスポンスをいただいた。
　片柳教授のご発表は、カフカの小編『掟の前』
を題材に議論を起こし、ヴィクトール・フランクル、
カント、ディートリッヒ・ボンヘッファーらの思
想に言及して、人間一人一人がたった一人のもの
として、問う者としてよりはむしろ問いかけられ
る者として、どのように生きるのか、与えられた
自由をどのように使うのかを問いかけられる、そ
の経験にこそ人間の意味があると考察した。これ
に応答した白助教授は 5 つの点から質問を投げか
けられたが、これらの質問はいずれも、片柳教授の、
個人的・実存的・内面的な枠組みにおける人間の
自由の理解が、どのように神の存在の理解と結び
つくのか、またわれわれは神をどのような神とし
て理解するのか、という問いに収れんするもので
あった。信徒研究者として日本のアウグスティヌ
ス研究に多大な貢献をされてきた片柳教授と、組
織神学者として韓国の教会と神学を導こうとされ
ている白助教授との間の真摯な信仰的・学術的交
わりと感じられ、非常に興味深い議論であった。
　金教授のご発表は、人間を幸福、つまりウェル
ビーイング＜well-being＞の観点から再考し形成し
ようとする「ポジティブ心理学」を神学的に適用
する、ご自身の神学のこれからの構想を提示する
ものであった。伝統的に人格の形成への寄与が弱
いと考えられたプロテスタント神学であるが、ア
メリカにおいては過去30年ほど、中世以来のカト
リック神学、特にトマス主義神学の柱とされたア
リストテレス倫理学を取り入れるプロテスタント
倫理学が興隆しており、金教授の神学的試みもこ
の流れのなかに位置づけられるものである。西欧
科学思想史がご専門の村瀬特任講師からは、「ポジ
ティブ心理学」が「科学的」であることを強く標
榜することから、「科学」の定義についての問いか
けがあった。「宗教」と「科学」の境界が不明瞭で
あった宗教改革とまさに同時代のドイツ思想をご
専門とする研究者また信徒の視点から、「科学」と
「宗教」の枠組みの整理を問われる、大変刺激的な
レスポンスであった。
　シンポジウムの間には、申玉秀・長老会神学大
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学校教授より礼拝での説教をいただいた。当日の
礼拝出席者は100人を超え、毎日千人単位での出席
者のある長老会神学大学校の礼拝とは規模の点で
は比べられないが、ともに礼拝を守ることができた。
　シンポジウム外での懇親の時においても、参加
者の若き日からの研究の志について、世界の様々
な神学者・クリスチャンとの交わりについて、ま
た日韓双方の社会と教会について、率直な人格的
な交わりのやりとりがあった。日韓関係に難しい
事件がいくつも生じている中での開催であったが、
それだからこそ、双方の大学と参加者にとってか
けがえのない貴重な時間と経験となったことを、
心から感謝したい。
（報告者：島田由紀［しまだ・ゆき］聖学院大学人
文学部欧米文化学科准教授）
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